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一類感染症 エボラ出血熱 第１種感染症指定医療機関

クリミア・コンゴ出血熱 都道府県知事が指定

痘そう 各都道府県に１か所

南米出血熱

ペスト

マールブルグ病 市立札幌病院（2床）

ラッサ熱 （感染症病床）

二類感染症 急性灰白髄炎 第２種感染症指定医療機関

結核 都道府県知事が指定

ジフテリア ２次医療圏に１か所

重症急性呼吸器症候群（病原体がベー
タコロナウイルス属SARSコロナウイル
スであるものに限る。）

21医療圏24医療機関92床
（感染症病床）

中東呼吸器症候群（病原体がベータコ
ロナウイルス属MERSコロナウイルスで
あるものに限る。)

鳥インフルエンザ（H5N1）

鳥インフルエンザ（H7N9）

三類感染症 コレラ

細菌性赤痢

腸管出血性大腸菌感染症

腸チフス

パラチフス

四類感染症 Ｅ型肝炎 

Ａ型肝炎  

黄熱

Ｑ熱

狂犬病

炭疽

鳥インフルエンザ（H5N1及びH7N9
を除く）

ボツリヌス症

マラリア

野兎病

その他政令で定める感染症

五類感染症 インフルエンザ（鳥インフルエン
ザ及び新型インフルエンザ等感染
症を除く）

ウイルス性肝炎（E型肝炎及びA型
肝炎を除く）

クリプトスポリジウム症

後天性免疫不全症候群

性器クラミジア感染症

梅毒

麻しん

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

その他の厚生労働省令で定める感
染症（COVID-19を含む）

新型インフルエンザ

再興型インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症
（COVID-19を除く）

再興型コロナウイルス感染症

指定感染症 一類から三類感染症及び新型イン
フルエンザ等感染症以外の既知の
感染症であって、政令で１年間に
限定して指定する感染症 ・既知の感染症で一～三類

感染症と同様の危険性
・一～三類感染症に準じた対
人、対物措置（１年間に限定）

政令の規定に準じる

新感染症  [ 当初 ]
　危険性の高い未知の感染症で
あって、都道府県知事等が厚生労
働大臣の技術的指導・助言を得て
個別に応急対応する感染症

［当初］
　厚生労働大臣が都道府県知事
に対し、対応について個別に指
導・助言

 [ 要件指定後 ]
　政令で症状等の要件指定をした
後に一類感染症に準じた扱いをす
る感染症

［要件指定後］
　一類感染症に準じた対応

実施できる措置等 医療体制 医療費公費負担

・新たに人から人に伝染す
る能力を有することとなっ
たインフルエンザ又はコロ
ナウイルス感染症

・かつて世界的規模で流行
したインフルエンザ又はコ
ロナウイルス感染症であっ
てその後流行することなく
長期間が経過しているもの

医療保険を適用

自己負担分を
公費負担

（自己負担なし）

負担割合
国3/4
道1/4

※結核については、結核指
定医療機関の結核病床で対
応（８医療機関141床）

１　感染症法の対象となる感染症の定義・類型
令和5年12月31日時点

感染症類型 感染症名等 分類の考え方

・対人：入院等
・対物：消毒等の措置
・政令により一類感染症相当の
措置も可能
・感染したおそれのある者に対
する健康状態報告要請、外出自
粛要請等

・国民や医療関係者への情報提
供

新
興
感
染
症

新型インフル
エンザ等感染
症

　　　　　一般の医療機関　　　　　　　
公費負担なし

（医療保険を適用）

・ヒトからヒトに伝染する
未知の感染症

・危険性が極めて高い

特定感染症指定医療機関
国が指定

全国に４か所

全額公費負担
(医療保険の適用なし)

負担割合
国3/4
道1/4

・動物を介してヒトに感染

・その他国民の健康に影響

・感染発生早期
　感染症指定医療機関の感
染症病床を中心に対応

・流行初期（公表後３ヶ月
程度）
　感染症指定医療機関及び
流行初期医療確保措置付き
協定締結医療機関を中心に
対応

・流行初期以降（公表後
６ヶ月を目途）
　上記機関に加え、公的医
療機関等を中心とした協定
締結医療機関で対応を開始
し、順次、全ての協定締結
医療機関で対応

医療保険を適用

自己負担分を
公費負担

（自己負担なし）

負担割合
国3/4
道1/4

・ヒトからヒトに伝染する

・その感染力と罹患した場
合の重篤性から危険性を判
断

・対人：入院等
・対物：消毒等の措置
・交通制限等の措置が可能

・対人：入院等
・対物：消毒等の措置

・対人：就業制限
・対物：消毒等の措置

・動物の措置を含む消毒等の措
置

- 50 -



１　医師の届出対象疾病（法第１２条、第１４条）

一　類
（７）

二　類
（７）

三　類

（５）

四　類
（44）

(全数報告)
（24）

アメーバ赤痢、ウイルス性肝炎（Ｅ型肝炎及びＡ型肝炎を除く。）、カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感
染症、急性弛緩性麻痺（急性灰白髄炎を除く。）、急性脳炎（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ
媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く。）、クリプトスポ
リジウム症、クロイツフェルト・ヤコブ病、劇症型溶血性レンサ球菌感染症、後天性免疫不全症候群、ジ
アルジア症、侵襲性インフルエンザ菌感染症、侵襲性髄膜炎菌感染症、侵襲性肺炎球菌感染症、水痘（患
者が入院を要すると認められるものに限る。）、先天性風しん症候群、梅毒、播種性クリプトコックス
症、破傷風、バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症、バンコマイシン耐性腸球菌感染症、百日咳、風
しん、麻しん、薬剤耐性アシネトバクター感染症

(定点報告)
（26）

ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症
を除く。）、A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、急性出血性結膜炎、クラミジア肺炎（オウム
病を除く。）、細菌性髄膜炎（インフルエンザ菌、髄膜炎菌、肺炎球菌を原因として同定された場合を除
く。）、新型コロナウイルス感染症（COVID-19に限る）、水痘、性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウ
イルス感染症、尖圭コンジローマ、手足口病、伝染性紅斑、突発性発しん、ペニシリン耐性肺炎球菌感染
症、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ肺炎、無菌性髄膜炎、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、薬剤
耐性緑膿菌感染症、流行性角結膜炎、流行性耳下腺炎、淋菌感染症、感染性胃腸炎（病原体がロタウイル
スであるものに限る。）

新型インフ
ルエンザ等

（４）

２　獣医師の届出対象疾病（法第１３条）

動　　　物

サル

サル

プレーリードッグ

イタチアナグマ、タヌキ、ハクビシン

サル

鳥類に属する動物

犬

サル

鳥類に属する動物

ヒトコブラクダ

細菌性赤痢

２　感染症法の対象疾病

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱

急性灰白髄炎、結核、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウイルスである
ものに限る。）、中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属ＭＥＲＳコロナウイルスであるものに限る。)、鳥イ
ンフルエンザ（Ｈ５Ｎ１、Ｈ７Ｎ９）

コレラ､細菌性赤痢､腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス､パラチフス

（法）Ｅ型肝炎、Ａ型肝炎、黄熱、Ｑ熱、狂犬病、炭疽、鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１、Ｈ７Ｎ９を除く）、ボツリヌス症、
マラリア、野兎病
（政令）ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む。）、エキノコックス症、エムポックス、オウム病、オムスク出血
熱、回帰熱、キャサヌル森林病、コクシジオイデス症、ジカウイルス感染症、重症熱性血小板減少症候群（病原体がフレボウ
イルス属ＳＦＴＳウイルスであるものに限る。）、腎症候性出血熱、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、チクングニア熱、つつが
虫病、デング熱、東部ウマ脳炎、ニパウイルス感染症、日本紅斑熱、日本脳炎、ハンタウイルス肺症候群、Ｂウイルス病、鼻
疽、ブルセラ症、ベネズエラウマ脳炎、ヘンドラウイルス感染症、発しんチフス、ライム病、リッサウイルス感染症、リフト
バレー熱、類鼻疽、レジオネラ症、レプトスピラ症、ロッキー山紅斑熱

五　類

新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症（COVID-19を除く）、再興型コロナウイルス感染症

ウエストナイル熱

エキノコックス症

結核

鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１、
Ｈ７Ｎ９）又は新型インフルエ
ンザ等感染症（法第６条第７項
第３号に掲げる新型コロナウイ
ルス感染症及び同項第４号に掲
げる再興型コロナウイルス感染
症を除く）

中東呼吸器症候群（病原体がＭ
ＥＲＳコロナウイルスであるも
のに限る）

疾　　病

エボラ出血熱

マールブルグ病

ペスト

重症急性呼吸器症候群（病原体
がベータコロナウイルス属ＳＡ
ＲＳコロナウイルスであるもの
に限る）
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３　感染症法の主な措置の適用表

区　　　　　分 一類感染症 二類感染症 三類感染症 四類感染症 五類感染症
新型インフルエンザ

等感染症

疾病名の規定方法
（法第６条）

法律 法律 法律 法律・政令 法律・省令 法律

疑似症患者への適用
（法第８条第１項・第２項）

○ ○
（政令で定める感染症）

× × × ○

無症状病原体保有者への適用
（法第８条第３項）

○ × × × × ○

医師の届出
（法第12条）

○
（直ちに）

○
（直ちに）

○
（直ちに）

○
（直ちに）

○
（直ちに／７日以内）

○
（直ちに）

獣医師の届出
（法第13条）

○ ○ ○ ○ × ○

積極的疫学調査の実施
（法第15条）

○ ○ ○ ○ ○ ○

健康診断受診の勧告・実施
（法第17条）

○ ○ ○ × × ○

就業制限
（法第18条）

○ ○ ○ × × ○

入院の勧告・措置、移送
（法第19条～第21条、第26条 ※1）

○ ○ × × × ○

検体の収去・採取等
（法第26条の３・第26条の４）

○ ○ × × × ○

汚染された場所の消毒
（法第27条）

○ ○ ○ ○ × ○

ねずみ・昆虫等の駆除
（法第28条、第44条の４※2）

○ ○ ○ ○ × ○
（政令で定められた場合）

汚染された物件の廃棄等
（法第29条）

○ ○ ○ ○ × ○

死体の移動制限
（法第30条）

○ ○ ○ × × ○

生活用水の使用制限
（法第31条、第44条の４※2）

○ ○ ○ × × ○
（政令で定められた場合）

建物の立入制限・封鎖
（法第32条、第44条の４※2）

○ × × × × ○
（政令で定められた場合）

交通の制限
（法第33条、第44条の４※2）

○ × × × × ○
（政令で定められた場合）

外出の自粛要請
（法第44条の３）

× × × × × ○

動物の輸入禁止・輸入検疫
（法第54条・第55条）

○ ○ ○ ○ × ○

※1 第26条の準用により、二類感染症及び新型インフルエンザ等感染症についても一類感染症と同様の措置を適用

※2 第44条の４の規定により、新型インフルエンザ等感染症についても、政令で定める内容に準じて一類感染症と同様の措置を適用（２年以内の政令で定める期間に限る）
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（１） 全数把握　（法第１２条）

○

○

○

一　　類　　感　　染　　症

二　　類　　感　　染　　症

三　　類　　感　　染　　症

四　　類　　感　　染　　症

五　　類　　感　　染　　症

新型インフルエンザ等感染症

（２）

○

○

○

（３）

○

○

○

（４）

○

○

・　疾病にかかった動物の所有者等を届出

・ 省令第４条第５項で定める五類感染症については、７日以内に届出。氏名等の個人を識別できる情
報は除外

動物由来感染症の全数把握　（法第１３条）

・ 一～四類感染症又は省令第４条第４項で定める五類感染症又は新型インフルエンザ等感染症につ
いては、直ちに氏名、年齢、性別等を届出

届出を受けた都道府県知事等は、その内容を厚生労働大臣に報告

　患者、疑似症患者又は無症状病原体保有者

　患者、疑似症患者又は無症状病原体保有者

４　感染症の発生等に関する情報の収集及び公表

　患者、政令で定める感染症の疑似症患者又は無症状病原体保有者

　患者又は無症状病原体保有者（厚生労働省令で定めるものに限る。）

１　　　感染症情報の収集

医師から保健所長を経由して都道府県知事等に届出

獣医師から保健所長を経由して都道府県知事等に届出

２　　　感染症情報の公表（法第１６条）

厚生労働大臣及び都道府県知事等は、以上により収集した感染症情報を分析し、予防のための情報
を公表する。
（注）公表に当たっては、個人情報の保護に留意しなければならない。

届出の対象となる動物は、エボラ出血熱等にかかったサル等

・　年齢、性別等を届出。氏名等の個人を識別できる情報を除く。

緊急の必要がある場合には、厚生労働大臣が直接、関係者に対し、質問・必要な調査をさせることが
できる。

届出を受けた都道府県知事等は、その内容を厚生労働大臣に報告

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に規定する感染症について、都道府県
知事等が、その発生の状況、原因等を明らかにする場合に、当該感染症の患者等への質問、必要な
調査を行う。

届出の対象となる者は以下の表のとおり

都道府県知事は、開設者の同意を得て指定届出機関を指定

指定届出機関の管理者は、都道府県知事等に届出

定点把握　（法第１４条）

　患者又は無症状病原体保有者

積極的疫学調査（法第１５条）

　患者又は無症状病原体保有者

届出の対象となる者は五類感染症の患者（厚生労働省令で定めるもの）
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)
患 者

疑 似 症

無 症 状 病 原 体

保 有 者

時 期
時

点
内

容

1
エ

ボ
ラ

出
血

熱
○

○
○

直
ち

に
1

ク
リ

ミ
ア

・コ
ン

ゴ
出

血
熱

○
○

○
直

ち
に

1
痘

そ
う

○
○

○
直

ち
に

H
1
5

.1
1
.5

追
加

1
南

米
出

血
熱

○
○

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

1
ペ

ス
ト

○
○

○
直

ち
に

1
マ

ー
ル

ブ
ル

グ
病

○
○

○
直

ち
に

1
ラ

ッ
サ

熱
○

○
○

直
ち

に
2

急
性

灰
白

髄
炎

○
×

○
直

ち
に

2
結

核
7

9
4

7
9

8
8

0
5

7
4

7
6

9
2

6
8

3
6

6
8

6
3

7
6

1
4

5
3

1
4

9
9

○
○

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

2
ジ

フ
テ

リ
ア

○
×

○
直

ち
に

2
重

症
急

性
呼

吸
器

症
候

群
（病

原
体

が
ベ

ー
タ

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
属

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
で

あ
る

も
の

に
限

る
。
）

○
○

○
直

ち
に

H
1
5

.1
1
.5

H
1
9

.4
.1

指
定

感
染

症
か

ら
一

類
に

変
更

一
類

か
ら

二
類

に
変

更

2
中

東
呼

吸
器

症
候

群
（病

原
体

が
ベ

ー
タ

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
属

Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
で

あ
る

も
の

に
限

る
。
)

○
○

○
直

ち
に

H
2

7
.1

.2
1

指
定

感
染

症
か

ら
二

類
に

変
更

2
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（Ｈ

５
Ｎ

１
）

○
○

○
直

ち
に

H
2

0
.5

.1
2

指
定

感
染

症
か

ら
二

類
に

変
更

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（Ｈ

５
Ｎ

１
）か

ら
変

更

2
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（Ｈ

７
Ｎ

９
）

○
○

○
直

ち
に

H
2

7
.1

.2
1

指
定

感
染

症
か

ら
二

類
に

変
更

3
コ

レ
ラ

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

二
類

か
ら

三
類

に
変

更
3

細
菌

性
赤

痢
1

4
3

1
5

8
4

2
○

×
○

直
ち

に
H

1
9

.4
.1

二
類

か
ら

三
類

に
変

更
3

腸
管

出
血

性
大

腸
菌

感
染

症
2

0
7

2
0

4
1
9

9
1
4

8
2

4
4

1
9

3
2

8
0

1
6

0
2

4
1

1
6

8
1
3

6
○

×
○

直
ち

に
3

腸
チ

フ
ス

1
2

2
○

×
○

直
ち

に
H

1
9

.4
.1

二
類

か
ら

三
類

に
変

更
3

パ
ラ

チ
フ

ス
1

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

二
類

か
ら

三
類

に
変

更
4

Ｅ
型

肝
炎

2
6

1
9

4
1

1
0

7
7

0
8

5
6

9
8

3
6

1
4

4
6

0
○

×
○

直
ち

に
H

1
5

.1
1
.5

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
か

ら
分

類
4

ウ
エ

ス
ト

ナ
イ

ル
熱

（ウ
エ

ス
ト

ナ
イ

ル
脳

炎
を

含
む

。
）

○
×

○
直

ち
に

H
1
4

.1
1
.1

追
加

4
Ａ

型
肝

炎
4

5
3

7
5

8
6

4
2

3
2

○
×

○
直

ち
に

H
1
5

.1
1
.5

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
か

ら
分

類
4

エ
キ

ノ
コ

ッ
ク

ス
症

1
8

2
6

2
3

2
7

2
3

2
0

2
9

2
4

3
0

2
3

1
3

○
×

○
直

ち
に

4
エ

ム
ポ

ッ
ク

ス
○

×
○

直
ち

に
H

1
5

.1
1
.5

R
5

.5
.2

6
サ

ル
痘

と
し

て
追

加
名

称
変

更
4

黄
熱

○
×

○
直

ち
に

4
オ

ウ
ム

病
1

○
×

○
直

ち
に

4
オ

ム
ス

ク
出

血
熱

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

4
回

帰
熱

1
1

4
5

5
6

7
1
5

1
0

2
5

2
3

○
×

○
直

ち
に

4
キ

ャ
サ

ヌ
ル

森
林

病
○

×
○

直
ち

に
H

1
9

.4
.1

追
加

4
Ｑ

熱
1

○
×

○
直

ち
に

4
狂

犬
病

○
×

○
直

ち
に

4
コ

ク
シ

ジ
オ

イ
デ

ス
症

○
×

○
直

ち
に

4
ジ

カ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

○
×

○
直

ち
に

H
2

8
.2

.1
5

追
加

4
重

症
熱

性
血

小
板

減
少

症
候

群
（病

原
体

が
フ

レ
ボ

ウ
イ

ル
ス

属
Ｓ

Ｆ
Ｔ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
で

あ
る

も
の

に
限

る
。
）

○
×

○
直

ち
に

H
2

5
.3

.4
追

加

4
腎

症
候

性
出

血
熱

○
×

○
直

ち
に

4
西

部
ウ

マ
脳

炎
○

×
○

直
ち

に
H

1
9

.4
.1

追
加

4
ダ

ニ
媒

介
脳

炎
1

2
1

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

4
炭

疽
○

×
○

直
ち

に
4

チ
ク

ン
グ

ニ
ア

熱
1

○
×

○
直

ち
に

H
2

3
.2

.1
追

加
4

つ
つ

が
虫

病
○

×
○

直
ち

に
4

デ
ン

グ
熱

4
3

9
2

3
2

1
1

0
1

3
○

×
○

直
ち

に
4

東
部

ウ
マ

脳
炎

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

4
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（Ｈ

５
Ｎ

１
及

び
Ｈ

７
Ｎ

９
を

除
く

。
）

○
×

○
直

ち
に

H
1
5

.1
1
.5

H
1
9

.4
.1

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

と
し

て
追

加
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

変
更

4
ニ

パ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

○
×

○
直

ち
に

H
1
5

.1
1
.5

追
加

4
日

本
紅

斑
熱

○
×

○
直

ち
に

4
日

本
脳

炎
○

×
○

直
ち

に

経
緯

５
　
全
数
把
握
対
象
疾
病
と
道
内
の
発
生
状
況

感
染

症
類

 型
疾

　
　

　
病

　
　

　
名

年
毎

の
発

生
届

件
数

届
出
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平
成

2
5

年
(2

0
1
3

年
)

平
成

2
6

年
(2

0
1
4

年
)

平
成

2
7

年
(2

0
1
5

年
)

平
成

2
8

年
(2

0
1
6

年
)

平
成

2
9

年
(2

0
1
7

年
)

平
成

3
0

年
(2

0
1
8

年
)

令
和

元
年

(2
0

1
9

年
)

令
和

2
年

(2
0

2
0

年
)

令
和

3
年

(2
0

2
1
年

)
令

和
4

年
(2

0
2

2
年

)
令

和
5

年
(2

0
2

3
年

)
患 者

疑 似 症

無 症 状 病 原 体

保 有 者

時 期
時

点
内

容

経
緯

感
染

症
類

 型
疾

　
　

　
病

　
　

　
名

年
毎

の
発

生
届

件
数

届
出

4
ハ

ン
タ

ウ
イ

ル
ス

肺
症

候
群

○
×

○
直

ち
に

4
Ｂ

ウ
イ

ル
ス

病
○

×
○

直
ち

に
4

鼻
疽

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

4
ブ

ル
セ

ラ
症

1
○

×
○

直
ち

に
4

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
ウ

マ
脳

炎
○

×
○

直
ち

に
H

1
9

.4
.1

追
加

4
ヘ

ン
ド

ラ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

4
発

し
ん

チ
フ

ス
○

×
○

直
ち

に
4

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
症

○
×

○
直

ち
に

H
1
5

.1
1
.5

乳
児

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
症

か
ら

変
更

4
マ

ラ
リ

ア
1

3
2

1
1

3
1

○
×

○
直

ち
に

4
野

兎
病

○
×

○
直

ち
に

H
1
5

.1
1
.5

追
加

4
ラ

イ
ム

病
6

9
3

5
9

5
1
3

2
4

2
0

9
1
7

○
×

○
直

ち
に

4
リ

ッ
サ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
○

×
○

直
ち

に
H

1
5

.1
1
.5

追
加

4
リ

フ
ト

バ
レ

ー
熱

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

4
類

鼻
疽

○
×

○
直

ち
に

H
1
9

.4
.1

追
加

4
レ

ジ
オ

ネ
ラ

症
3

3
2

9
3

9
4

1
4

4
3

7
6

5
4

4
5

3
5

8
5

4
○

×
○

直
ち

に
4

レ
プ

ト
ス

ピ
ラ

症
2

1
○

×
○

直
ち

に
H

1
5

.1
1
.5

追
加

4
ロ

ッ
キ

ー
山

紅
斑

熱
○

×
○

直
ち

に
H

1
9

.4
.1

追
加

5
ア

メ
ー

バ
赤

痢
2

7
2

3
3

9
3

7
2

7
1
9

2
0

1
8

1
5

1
3

1
5

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
ウ

イ
ル

ス
性

肝
炎

（Ｅ
型

肝
炎

及
び

Ａ
型

肝
炎

を
除

く
。
）

7
3

4
6

8
1
3

5
4

4
6

4
○

×
×

７
日

以
内

H
1
5

.1
1
.5

急
性

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
か

ら
変

更
5

急
性

弛
緩

性
麻

痺
（急

性
灰

白
髄

炎
を

除
く

。
）

2
1

1
1

3
○

×
×

７
日

以
内

H
3

0
.5

.1
追

加

5
カ

ル
バ

ペ
ネ

ム
耐

性
腸

内
細

菌
目

細
菌

感
染

症
3

4
7

3
4

3
6

4
8

6
0

7
5

8
5

1
1
7

1
2

2
○

×
×

７
日

以
内

H
2

6
.9

.1
9

R
5

.5
.2

6

カ
ル

バ
ペ

ネ
ム

耐
性

腸
内

細
菌

科
細

菌
感

染
症

と
し

て
追

加
名

称
変

更

5
急

性
脳

炎
（ウ

エ
ス

ト
ナ

イ
ル

脳
炎

、
西

部
ウ

マ
脳

炎
、
ダ

ニ
媒

介
脳

炎
、
東

部
ウ

マ
脳

炎
、
日

本
脳

炎
、
ベ

ネ
ズ

エ
ラ

ウ
マ

脳
炎

及
び

リ
フ

ト
バ

レ
ー

熱
を

除
く

。
）

1
4

2
0

1
8

3
3

3
0

1
6

3
3

1
4

9
9

3
1

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

定
点

か
ら

全
数

に
変

更

5
ク

リ
プ

ト
ス

ポ
リ

ジ
ウ

ム
症

1
0

3
5

3
1
0

7
7

4
1

3
6

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
ク

ロ
イ

ツ
フ

ェ
ル

ト
・ヤ

コ
ブ

病
4

9
1
4

1
2

8
1
6

8
6

1
0

6
6

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
劇

症
型

溶
血

性
レ

ン
サ

球
菌

感
染

症
4

1
2

9
1
7

1
2

1
8

3
9

3
3

2
4

2
2

3
5

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
3

6
2

9
4

5
4

2
3

4
2

9
3

9
2

2
2

6
2

4
4

3
○

×
○

７
日

以
内

H
1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
ジ

ア
ル

ジ
ア

症
1

1
3

1
1

3
3

1
1

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
侵

襲
性

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
菌

感
染

症
2

5
1
0

1
2

9
2

3
2

7
7

5
1
1

3
3

○
×

×
７

日
以

内
H

2
5

.4
.1

追
加

5
侵

襲
性

髄
膜

炎
菌

感
染

症
1

1
1

2
1

○
×

×
直

ち
に

H
2

5
.4

.1
髄

膜
炎

菌
性

髄
膜

炎
か

ら
変

更
5

侵
襲

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

3
2

6
0

9
8

1
0

8
9

7
1
0

7
1
3

4
5

3
5

9
5

6
7

3
○

×
×

７
日

以
内

H
2

5
.4

.1
追

加
5

水
痘

（患
者

が
入

院
を

要
す

る
と

認
め

ら
れ

る
も

の
に

限
る

。
）

7
9

1
2

1
5

1
8

2
1

1
7

1
5

2
0

1
1

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
先

天
性

風
し

ん
症

候
群

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
梅

毒
2

2
5

8
6

4
1
1
8

1
0

9
1
3

6
1
3

5
1
2

2
1
6

9
5

9
9

6
7

7
○

×
○

７
日

以
内

H
1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
播

種
性

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

症
2

3
4

2
2

4
3

3
○

×
×

７
日

以
内

H
2

6
.9

.1
9

追
加

5
破

傷
風

9
1
0

1
2

6
8

3
1
1

3
5

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
バ

ン
コ

マ
イ

シ
ン

耐
性

黄
色

ブ
ド

ウ
球

菌
感

染
症

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

追
加

5
バ

ン
コ

マ
イ

シ
ン

耐
性

腸
球

菌
感

染
症

1
4

4
3

3
1

○
×

×
７

日
以

内
H

1
5

.1
1
.5

四
類

か
ら

変
更

5
百

日
咳

2
5

6
5

5
4

1
4

8
2

6
2

4
7

2
○

×
×

７
日

以
内

H
3

0
.1

.1
定

点
か

ら
全

数
に

変
更

5
風

し
ん

1
0

9
4

4
1

1
2

9
4

3
2

1
○

×
×

直
ち

に
H

2
0

.1
.1

H
3

0
.1

.1
定

点
か

ら
全

数
に

変
更

7
日

以
内

の
届

出
か

ら
直

ち
に

届
出

へ
変

更
5

麻
し

ん
2

1
3

1
1

1
1

6
1

2
○

×
×

直
ち

に
H

2
0

.1
.1

定
点

か
ら

全
数

に
変

更
5

薬
剤

耐
性

ア
シ

ネ
ト

バ
ク

タ
ー

感
染

症
1

2
5

1
○

×
×

７
日

以
内

H
2

6
.9

.1
9

定
点

か
ら

全
数

に
変

更

 新
型

*
1

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
*
2

○
○

○
直

ち
に

H
2

0
.5

.1
2

追
加

 新
型

*
1

再
興

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

○
○

○
直

ち
に

H
2

0
.5

.1
2

追
加

 新
型

*
1

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

*3
○

○
○

直
ち

に
R

3
.2

.1
3

追
加

 新
型

*
1

再
興

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
○

○
○

直
ち

に
R

3
.2

.1
3

追
加

指
定

（無
し

）
○

○
○

直
ち

に

*
1
 新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
感

染
症

*
2

 新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（
Ａ

／
Ｈ

１
Ｎ

１
）
に

つ
い

て
は

H
2

1
.8

.2
5

か
ら

届
出

方
法

を
全

数
か

ら
定

点
（
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

）
に

変
更

*
3

 C
O

V
ID

-
1
9

を
除

く
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渡 島

市立函館

南 檜 山 江 差

北渡島檜山 八 雲

江 別

札 幌 市

倶 知 安

小 樽 市

南 空 知 岩 見 沢

中 空 知 滝 川

北 空 知 深 川

西 胆 振 室 蘭

東 胆 振 苫 小 牧

日 高 浦 河

旭 川 市

上 川

上 川 北 部 名 寄

富 良 野 富 良 野

留 萌 留 萌

宗 谷 稚 内

北 網 北 見

遠 紋 紋 別

十 勝 帯 広

釧 路 釧 路

根 室 根 室

※

１　　設　　置

２　　役　　割

感染症診査協議会

稚内保健所感染症診査協議会

北見保健所及び網走保健所感染症診査協議会

札 幌

後 志

旭川市感染症診査協議会

紋別保健所感染症診査協議会

帯広保健所感染症診査協議会

苫小牧保健所感染症診査協議会

浦河保健所及び静内保健所感染症診査協議会

　　  知事・保健所設置市長の諮問に応じ、就業制限の通知、入院勧告、入院の期間の延長及び医
　 療費の公費負担に関する必要な事項を審議する。

　   「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」第24条第１項の規定に基づき
   各保健所に設置

滝川保健所感染症診査協議会

釧路保健所感染症診査協議会

根室保健所及び中標津保健所感染症診査協議会

留萌保健所感染症診査協議会

上 川 中 部
　 上川保健所感染症診査協議会

深川保健所感染症診査協議会

室蘭保健所感染症診査協義会

名寄保健所感染症診査協議会

富良野保健所感染症診査協議会

江別保健所及び千歳保健所感染症診査協議会

札幌市感染症診査協議会

倶知安保健所及び岩内保健所感染症診査協議会

南 渡 島

小樽市感染症の診査に関する協議会

江差保健所感染症診査協議会

市立函館保健所感染症診査協議会

岩見沢保健所感染症診査協議会

八雲保健所感染症診査協議会

６　感染症診査協議会設置状況

二次医療圏 名　　　　　　　　　　　　　　　　　称

（令和５年12月31日現在）

設置保健所

渡島保健所感染症診査協議会
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基準病床 設置病床

1 市立札幌病院 2 2

三　　次 二　　　次 基準病床 設置病床 医療機関 二次圏域 三次圏域
1 南 渡 島 市立函館病院 6 6 10 10

2 南 檜 山 北海道立江差病院 4 4
3 北渡島檜山 八雲総合病院 4 4

14 14
4 市立札幌病院 10 6

国立病院機構北海道医療センター 21

ＪＣＨＯ北海道病院 46

5 小樽市立病院 2 4

6 倶知安厚生病院 2
7 南 空 知 岩見沢市立総合病院 4 4
8 中 空 知 砂川市立病院 4 4 6 6

9 北 空 知 深川市立病院 4 4
10 西 胆 振 市立室蘭総合病院 4 4 24 24

11 東 胆 振 苫小牧市立病院 4 4
12 日 高 浦河赤十字病院 4 4

38 34
13 市立旭川病院 6 6

国立病院機構旭川医療センター 20

14 上 川 北 部 名寄市立総合病院 4 4
15 富 良 野 北海道社会事業協会富良野病院 4 4
16 留 萌 留萌市立病院 4 4
17 宗 谷 市立稚内病院 4 4

22 22
18 北見赤十字病院 2
19 網走厚生病院 2
20 広域紋別病院 2
21 遠軽厚生病院 2

8 8
22 十 勝 帯広厚生病院 6 6 0

6 6
23 釧 路 市立釧路総合病院 4 4 10 10

24 根 室 市立根室病院 4 4

8 8

　 ６圏域 ２１圏域 96 92 141 141 141

※１　第一種感染症病床は、都道府県ごとに１箇所、２床を整備することとしている。

※２　第二種感染症病床は、原則、二次医療圏域ごとに設置することとしている。

※３　第二種感染症病床の二次医療圏域ごとの基準病床数は、国が定めた配置基準（人口規模に応じて２～１０床）により算定

※４　結核病床の基準病床数は、国通知に基づき、道全体として４６床と算定

※５　感染症法の一部改正により、平成１９年４月１日から、「結核患者を収容する施設を有する病院」は、第二種感染症指定医療機関となった。

釧路・根室

10

医　　療　　圏　　計

７　感染症指定医療機関一覧

4

医　　療　　圏　　計

十 勝
0

医　　療　　圏　　計

道 北

上 川 中 部
20 20

医　　療　　圏　　計

オホーツク

北 網 4
0

遠 紋

道 央

札 幌

67 101

後 志 4
4

医　　療　　圏　　計

医療機関名

道 南

10

医　　療　　圏　　計

北　　　海　　　道

２　第二種感染症指定医療機関
医　　　療　　　圏

※６　医療措置協定を締結した医療機関等については、感染症法に基づき、道のホームページにおいて、随時、最新の情報を公表する。

感染症病床数

（令和５年12月31日現在）

１　第一種感染症指定医療機関

区　　　　　　　　　　　　　　域 医療機関名
感染症病床数

結　　核　　病　　床
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北
海
道
に
お
け
る
新
た
な
感
染
症
危
機
へ
の
対
応
の
方
向
性

概
要
版

１
基
本
的
な
考
え
方

○
道
で
は
、
３
年
以
上
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
有
識
者
を
は
じ
め
、
道
民
や
市
町
村
、
関
係
団
体
な
ど
、
幅
広
く
意
見
を
伺
っ
て

き
た
。

○
こ
う
し
た
様
々
な
意
見
を
踏
ま
え
、
平
時
か
ら
の
備
え
や
初
動
対
応
、
特
措
法
に
基
づ
く
措
置
な
ど
、
課
題
等
を
認
識
し
た
上
で
、
新
た
な
感
染
症
危
機
へ
の
対
応
の

方
向
性
を
整
理
し
た
の
で
、
今
後
は
北
海
道
感
染
症
予
防
計
画
等
へ
反
映
す
る
な
ど
、
必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

○
道
民
意
識
調
査
及
び
市
町
村
等
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

○
地
域
の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
、
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

２
検
証
及
び
対
応
の
方
向
性

○
有
識
者
や
専
門
家
の
意
見
を
聴
取

課
題
認
識


北
海
道
感
染
症
対
策
有
識
者
会
議


北
海
道
新
興
・再
興
感
染
症
等
対
策
専
門
会
議

○
感
染
対
策
へ
の
対
応
や
保
健
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、
経
済
・雇
用

へ
の
支
援
な
ど
、
３
分
野
２
９
項
目
に
つ
い
て
、
取
組
実
績
及
び
課
題

と
今
後
の
対
応
方
向
を
整
理


道
民
意
識
調
査

（1
,5
00
名
を
15
0地
点
か
ら
無
作
為
抽
出
）


市
町
村
及
び
関
係
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（1
79
市
町
村
、
65
団
体

（医
療
福
祉
、
教
育
、
経
済
分
野
等
））


医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、
事
業
所
等

（４
５
市
町
村
６
１
ヶ
所
））

＜
検
証
の
実
施
＞

＜
対
応
の
方
向
性
＞

反
映

北
海
道
感
染
症
予
防
計
画
や
保
健
所
に
お
け
る
健
康
危
機
対
処
計
画
等
へ
の
反
映

医
療
提
供
体
制
の
確
保
や
自
宅
療
養
者
へ
の
支
援
な
ど
に
加
え
、
道
の
体
制
整
備
や
保
健
所
に
お
け
る
業
務
体
制
等
の
見
直
し
、
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
、
計
画
に
反
映

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
を
踏
ま
え
た
北
海
道
行
動
計
画
の
策
定

国
は
特
措
法
に
基
づ
く
政
府
行
動
計
画
の
見
直
し
を
令
和
６
年
夏
頃
に
予
定
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
国
の
動
き
も
注
視
し
な
が
ら
、
北
海
道
行
動
計
画
の
策
定
に
向
け
、
準
備
を
進
め
る

国
へ
の
要
請

新
た
な
感
染
症
の
発
生
・ま
ん
延
時
に
お
け
る
必
要
な
措
置
や
そ
れ
に
伴
う
道
民
・事
業
者
へ
の
影
響
な
ど
、
今
後
、
状
況
に
応
じ
て
、
知
事
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
国
へ
の
要
請
を
実
施

○
今
後
、
起
こ
り
う
る
新
た
な
感
染
症
危
機
へ
の
備
え
に
活
か
し
て
い
く

た
め
、
平
時
、
初
動
、
有
事
の
各
段
階
に
お
け
る
道
の
体
制
や
移
行

基
準
な
ど
の
方
向
性
を
併
せ
て
整
理

予 行 国

・保
健
医
療
分
野

～
９
項
目

・社
会
経
済
活
動
分
野

～
１
５
項
目

・行
政
の
対
応
分
野

～
５
項
目

３
具
体
的
な
取
組
へ
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（
１
）
専
門
人
材
の
確
保
・
育
成

医
療
機
関
と
医
療
人
材
派
遣
等
に
つ
い
て
、
協
定
締
結
を

協
議
、
人
材
育
成
に
向
け
、
大
学
等
と
連
携
し
、
研
修
・
訓
練

の
機
会
確
保
と
内
容
の
充
実
。

（
２
）
道
の
体
制
整
備

平
時
か
ら
実
践
的
な
職
員
研
修
や
訓
練
の
実
施
な
ど
、
柔

軟
で
機
動
的
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
。

（
３
）
国
へ
の
要
請
（
道
・全
国
知
事
会
）

医
療
機
関
や
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
の
効
果
や
課
題
等
を

踏
ま
え
、
国
の
責
任
の
下
で
実
施
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

（
４
）
情
報
発
信

民
間
企
業
等
と
連
携
し
、
様
々
な
広
報
ツ
ー
ル
を
活
用
し
な

が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
情
報
を
発
信
。

（
５
）市
町
村
と
の
連
携

北
海
道
感
染
症
対
策
連
携
協
議
会
等
を
活
用
し
、
平
時
か

ら
発
生
予
防
や
ま
ん
延
防
止
の
施
策
に
つ
い
て
協
議
。

（
１
）道
民
・事
業
者
へ
の
要
請
（道
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
）

国
に
お
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
に
応
じ
た
基
準
等
を
設
定
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
、
道
と
し
て
対
策
を
検
討
。

（
２
）〃
（特
措
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
措
置
）

地
域
の
感
染
状
況
や
医
療
提
供
体
制
、
地
域
経
済
へ
の
影

響
等
を
踏
ま
え
、
道
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
と
と
も
に
、
道
民

生
活
や
道
内
経
済
へ
の
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
検
討
。

（
３
）〃
（新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
）

こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
よ
う
構
築
し
て
き
た
企
業

等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
。

（
４
）〃
（第
三
者
認
証
制
度
）

平
時
か
ら
情
報
提
供
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
構
築
し
た
企
業

等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
。

（
５
）〃
（レ
ベ
ル
分
類
等
）

流
行
株
の
変
異
に
応
じ
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、

速
や
か
に
基
準
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
国
に
求
め
て
い
く
。

（
６
）事
業
者
へ
の
事
業
継
続
支
援

地
域
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
国
に
対
し
、
中
小
事
業
者

等
の
支
援
に
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

（
７
）労
働
者
・雇
用
等
へ
の
支
援

国
に
対
し
、
各
種
助
成
金
等
に
つ
い
て
必
要
な
予
算
の
確
保

や
柔
軟
な
対
応
を
求
め
て
い
く
。

（
８
）～
（１
０
）需
要
喚
起
策
（旅
行
・飲
食
・移
動
）等

国
に
対
し
、
大
き
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
事
業
者
へ
の
影
響

緩
和
や
利
用
者
の
利
便
性
・
公
平
性
に
配
慮
し
た
適
切
な
支

援
を
求
め
て
い
く
。

（
１
）
入
院
医
療
体
制
の
確
保

医
療
機
関
と
病
床
確
保
等
に
つ
い
て
、
協
定
締
結
を
協
議
。

（
２
）診
療
検
査
医
療
機
関
（発
熱
外
来
）の
確
保

医
療
機
関
と
発
熱
外
来
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
協
定
締
結

を
協
議
。

（
３
）検
査
体
制
の
整
備

医
療
機
関
や
民
間
検
査
機
関
と
検
査
対
応
等
に
つ
い
て
、

協
定
締
結
を
協
議
。

（
４
）〃
（無
料
検
査
事
業
等
）

国
に
お
い
て
安
価
か
つ
容
易
に
検
査
キ
ッ
ト
等
を
購
入
で
き

る
体
制
を
構
築
。

（
５
）相
談
体
制
の
充
実

外
部
委
託
等
を
含
め
、
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
。

（
６
）療
養
体
制
の
整
備

（
宿
泊
療
養
）

事
業
者
等
と
宿
泊
療
養
施
設
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
協

定
締
結
を
協
議
。

（
７
）〃
（自
宅
療
養
）

療
養
者
の
急
増
や
急
変
時
な
ど
に
速
や
か
に
対
応
す
る
体

制
の
構
築
。

（
８
）保
健
所
体
制
の
構
築

増
大
す
る
業
務
量
に
対
応
す
る
人
員
確
保
の
検
討
の
ほ
か
、

IC
T
の
活
用
や
外
部
委
託
と
い
っ
た
業
務
効
率
化
を
検
討
。

（
９
）ワ
ク
チ
ン
接
種

接
種
業
務
の
電
子
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
複
数
市
町
村
に

よ
る
接
種
体
制
の
広
域
化
を
検
討
。

（
１
１
）
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

全
国
一
律
で
の
機
動
的
な
制
度
の
創
設
や
、
財
政
措
置
を

講
じ
る
よ
う
、
国
に
求
め
て
い
く
。

（
１
２
）
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援

子
育
て
世
帯
向
け
の
全
国
一
律
で
の
機
動
的
な
制
度
の
創

設
や
、
財
政
措
置
を
講
じ
る
よ
う
、
国
に
求
め
て
い
く
。

（
１
３
）
差
別
・偏
見
へ
の
対
策

差
別
や
偏
見
な
ど
の
相
談
対
応
の
ほ
か
相
談
事
例
の
整
理

を
行
い
、
今
後
の
取
組
に
活
用
。

（
１
４
）学
校
教
育
活
動
（
一
斉
臨
時
休
業
要
請
）

子
ど
も
た
ち
や
社
会
活
動
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
。

（
１
５
）
〃
（学
校
で
の
感
染
対
策
）

関
係
部
局
等
と
連
携
し
、
感
染
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
際
に
は

時
期
を
逸
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
対
応
。

個
別
事
項
に
関
す
る
対
応
方
向

＜
保
健
医
療
＞

＜
社
会
経
済
活
動
＞

＜
行
政
の
対
応
＞

予
行

予
行

予
行

国

予
行

予

予
行

予
行

行

行
国

国

行

行

国

予 行 国

北
海
道
感
染
症
予
防
計
画
へ
の
反
映
を
予
定
す
る
も
の

政
府
行
動
計
画
を
踏
ま
え
北
海
道
行
動
計
画
へ
の
反
映
が
見
込
ま
れ
る
も
の

新
た
な
感
染
症
の
発
生
・ま
ん
延
時
、
状
況
に
応
じ
て
国
へ
の
要
請
を
行
う
も
の

国

行

行

行
国

予
行

予
行

予
行

予
行

医
療
提
供
体
制

保
健
所
体
制

ワ
ク
チ
ン
接
種

道
民
等
へ
の
要
請

事
業
者
等
へ
の
支
援

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
等

差
別
偏
見
対
策

学
校
教
育
活
動

体
制
の
整
備
等

行

行
国

行
国

行
国

予
行

国

予
行

国
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○
移
行
基
準
は
、
国
の
「新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
（特
措
法

第
２
条
第
１
号
に
規
定
）発
生
時
等
に
お
け
る
初
動
対
処
要
領
」

（R
5.
9.
1
決
定
）に
準
拠

道
の
体
制
等
に
関
す
る
方
向
性

道
の
体
制
イ
メ
ー
ジ

北
海
道
感
染
症
対
策
連
絡
本
部

（
根
拠
：
要
綱
）

北
海
道
感
染
症
対
策
本
部

（
根
拠
：
特
措
法
）

地
方
本
部

北
海
道
感
染
症
対
策
連
携
協
議
会

北
海
道
感
染
症
対
策
有
識
者
会
議

・
保
健
医
療
提
供
体
制
の
計
画
的
な
準
備

・
役
割
分
担
の
明
確
化
、
連
携
の
緊
密
化

北
海
道
感
染
症
対
策
連
携
協
議
会

・
感
染
症
の
性
状
等
に
応
じ
た
調
整
や
対
策
へ
の
助
言

・
道
民
生
活
や
経
済
を
含
め
た
総
合
的
な
助
言

本 部

計
画
進
捗
へ
の
助
言

専
門
的
助
言

専
門
的
助
言

平
時

初
動
・有
事
へ
の
備
え
を
強
化
す
る
な
ど

柔
軟
で
機
動
的
に
対
応
で
き
る
体
制
（
※
検
討
中
)

連
絡
本
部
指
揮
室

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
、

政
府
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
場
合

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
国
内
外
で
の

発
生
の
疑
い
を
把
握
し
た
場
合
等

備
え
を
強
化

迅
速
な
対
応

特
措
法
に
基
づ
く
措
置

移
行

基
準

地
方
本
部

対
策
本
部
指
揮
室

司 令 塔 機 能

初
動

有
事

北
海
道
感
染
症
対
策
連
携
協
議
会

・
感
染
症
の
性
状
等
に
応
じ
た
調
整
や
対
策
へ
の
助
言

専 門 的 知 見 主 な 取 組

⇒
本
庁
・
振
興
局
・
出
先
機
関
に
お
け
る
感
染
症
対
策

部
門
の
連
携

実 務

●
感
染
状
況
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

●
実
践
的
な
訓
練
や
研
修
の
実
施

●
保
健
所
に
お
け
る
職
員
の
育
成
や
受
援
体
制
等
の
整
備

●
病
床
、
発
熱
外
来
等
の
確
保
（
協
定
締
結
等
）

●
速
や
か
な
保
健
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
向
け
た
調
整

●
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
注
意
喚
起
の
実
施

●
国
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
取
組
の
強
化
等
の
検
討
・
実
施

●
感
染
予
防
の
呼
び
か
け
等
に
お
け
る
事
業
者
と
の
連
携

○
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た
教
訓
を
新
た
な
感
染
症
危
機
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
平
時
に
お
け
る
備
え
が
重
要
。

○
こ
の
た
め
、
初
動
・有
事
の
際
に
柔
軟
で
機
動
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
【
今
後
の
対
応
方
向
】で
示
し
た
、
平
時
に
お
け
る
取
組
を
具
体
化
し
、
市
町
村
や
医
療
機
関
、

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
研
修
や
訓
練
を
重
ね
る
な
ど
、
必
要
な
準
備
を
進
め
、
初
動
・有
事
に
向
け
た
備
え
を
強
化
し
て
い
く
。

●
感
染
状
況
に
応
じ
た
保
健
医
療
提
供
体
制
の
整
備

●
地
域
の
感
染
状
況
や
医
療
提
供
体
制
な
ど
を
踏
ま
え
、

特
措
法
に
基
づ
く
必
要
な
措
置
の
実
施

●
事
業
者
等
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
た
支
援
の
実
施
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※ 本計画は、北海道のホームページにおいて常時閲覧できます。 

（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kst/134971.html） 

北海道感染症予防計画 

～ ○ ○ ○ ○ ○ ～ （調整中） 
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